
AI技術の活用による労働災害未然防止の概要

過去の実績 予測

AI解析に向け
過去の災害記録を整理

災害予測AIモデルで将来を予測
・労働災害の発生件数
・発生する災害の内容

災害発生件数・内容を予測（イメージ）

予測結果を社内HP等に掲示することで
災害への注意喚起を実施

 過去に発生した労働災害の作業内容や作業環境などをAIが解析し、発生リスクの高い災害を洗い出すこ
とで、これまでの作業員の経験則に基づく注意喚起ではなく、より的確で客観的な注意喚起を行う。
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作業内容
（鉄塔作業、掘削、機
器据え付けetc.）

作業環境
（作業場所 etc.）

作業員情報
（年齢、現場経験年数、
スキルレベル、健康状態

etc.）

AI解析

両社のデータを共有し
データを拡充

拡充されたデータを様々な
項目に分けて整理

項目ごとの解析
結果を統合して
未来を予測

３社による共同検証の狙い

高精度な災害予測と
的確な注意喚起の実現!

単純な発生確率の予測ではなく、作業の内容や環境等を反映した、より高精度な労働災害予測AI の実
現を目指す。
 東北電力ネットワークと北陸電力送配電の労働災害データを共有し、データの拡充を図る。
 高精度な災害予測に基づき、具体的な「予測キーワード」による注意喚起を実施。

○月△日は以下の災害に注意
【予測キーワード】
・重機による挟まれ
・荷上げ作業中の落下物
・一般車両への追突

災害予測AIモデル


